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上野動物園で飼育されているジャイ
アントパンダの雄、「リーリー」＝
東京都台東区（納冨康撮影）

2017.7.16 17:00

【ｉＲＯＮＮＡ発】パンダのレンタル料は２頭で年１億円！ 中国の「パンダ外交」に隠された思惑と
は？ 経済評論家・上念司
 東京・上野動物園のジャイアントパンダが5年ぶりに⾚ちゃんを出産し、⽇本中がパンダブームに沸いた。ただ、中国
にとっては、その愛くるしい姿とは裏腹の、したたかな外交ツールでもある。中国の「パンダ外交」に隠されたその思
惑とは。（iRONNA）

◇

 1972年のニクソン、⽥中⾓栄の電撃訪問でこの国が少しまともになる前まで、中国のやっていたことは今の北朝鮮と
変わらない。

 そして、当時の「パンダ外交」とは、世界中から孤⽴していた中国が、パンダという希少動物をネタにして、何とか
世界に振り向いてもらおうとする外交政策だった。だからこそ、パンダは友好の証しとして無償譲渡され、⽂字通り外
交的な貸しを作ることで政治利⽤されてきた。

 ところが、81年に中国がワシントン条約に加盟したことを契機に、無償譲渡は終わった。現在、中国がやっているのは世界中の動物園に共同研究や繁
殖などを⽬的として有料で貸し出すビジネスだ。報道などにある通り、パンダのレンタル価格は2頭で年に約1億円である。

報道しない⾃由

 しかし、それでもパンダ外交は終わっていない。今までは中国が⾃分のカネでやっていた外交的プロパガンダを、相⼿のカネでやるように変わっただ
けである。あえてこれを「新パンダ外交」というなら、中国にとってはより都合の良いビジネスであるといえるだろう。

 例えば、上野動物園のリーリーとシンシンも、貸与された東京都が中国野⽣動物保護協会と「共同研究」⽬的で協定を結び、10年間の有料貸し出しを
受けているにすぎない。先⽇、誕⽣した⾚ちゃんパンダも、この協定により「満24カ⽉」で中国側に返還することになっている。パンダのかわいさに⽬
がくらみ、尖閣諸島に押し寄せる中国公船への対応が⽢くなったりはしていないと思いたい。

 マスコミはかわいらしいパンダの⾚ちゃんをネタとして扱うだけで、こうした背景については何も語らない。すぐに「報道しない⾃由」を発動し、中
国の意図を隠蔽（いんぺい）してしまう。そもそも、パンダビジネスとは侵略と⼈権弾圧の歴史の象徴だ。

 かつて、パンダの⽣息域は現在よりもずっと広かった。しかし、11年の⾟亥⾰命以降、中華⺠国軍が東チベットを侵略し、多くの中国⼈が⼊植してき
たことでパンダは乱獲されるようになった。だが、チベットの⽀配地域に残ったパンダは虐殺を免れた。なぜならチベット⼈は仏教徒であり、無益な殺
⽣をしなかったからだ。

 ところが、50年に悲劇が訪れる。今度は中共軍がやってきた。東チベットのチャムドが侵略され、翌年にはチベットの⾸都、ラサが占領された。そし
て、55年にチベットの東半分は⻘海省と四川省に組み込まれてしまった。中国はチベットから領⼟を盗み、その地域に⽣息していたパンダまでも盗んで
いったのである。

失った正当性

 次に、中国が⾏っているパンダの有料レンタルビジネスの正当性がすでに失われていることについて指摘したい。これは私が勝⼿に⾔っているのでは
なく2016年9⽉の、世界⾃然保護基⾦（WWF）の公式な⾒解だ。

 この⾒解の中で、WWFはパンダの格付けが「絶滅危惧種から危急種に引き下げられた」ことを朗報として伝えている。国際⾃然保護連合（IUCN）に
よれば、14年までの10年間で中国国内の野⽣のパンダの頭数は17%増加し1864頭になったそうだ。私が⼦供のころ、パンダは千頭しかいないといわれ
ていたが、いつのまにこんなに増えたのだろうか。

 パンダがもはや絶滅危惧種ではなくなった以上、有料でレンタルして共同研究を進める正当性もかなりグラついていると思える。しかし、中国にこの
ビジネスをやめる気配はない。もともと、チベットから盗んできた動物なのに、なんとずうずうしいことだろう。

 パンダに罪はない。罪深いのは中国だ。私たちはパンダを⾒るたびに、その背後にあるドロドロしたものから⽬を背けてはならない。

 iRONNAは、産経新聞と複数の出版社が提携し、雑誌記事や評論家らの論考、著名ブロガーの記事などを集めた本格派オピニオンサイトです。各媒体
の名物編集⻑らが参加し、タブーを恐れない鋭い視点の特集テーマを⽇替わりで掲載。ぜひ、「いろんな」で検索してください。

◇

【プロフィル】上念司 じょうねん・つかさ 経済評論家。昭和44年、東京都⽣まれ。中央⼤法学部卒。経済評論家の勝間和代⽒と株式会社「監査と分
析」を設⽴。⾦融、財政、外交、防衛問題に精通し、積極的な評論、著述活動を展開。近著に『習近平が隠す本当は世界3位の中国経済』（講談社）。
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